
母なる地球とつながるいのちへ感謝を捧げる日  

   アースデイいのちの森2015 

いのちの森実行委員会 
http://www.inochinomori.com/ 

 



第７回アースデイいのちの森2015 
開催概要 

日時            平成27年4月18日（土）12：00～16：00    19日（日）10：00～16：00  雨天決行 

会場            明治神宮（西参道芝地・原宿門・参集殿） ７０ｈａの森 

入場            無料   

2015テーマ        つながろう あなたの いのちの森と 

来場者数         2日間 芝地3000名 （想定） 

               （参考：2014年 明治神宮参拝者2日間 およそ5万人） 

スタッフ数         約210名（内 団体数 37） 

コンテンツ数       45コンテンツ 

形式            歌舞音曲/アクティビティ/ブース/映像/トーク   

主催            いのちの森実行委員会 

企画運営         NPO法人響/ＮＰＯ法人ガイア・イニシアティブ 

特別協力         明治神宮 

協力            商店街振興組合原宿表参道欅会 

実行委員長        野中 ともよ（NPO法人ガイア・イニシアティブ代表） 

お問い合わせ       いのちの森実行委員会 事務局  

               〒151-1052 東京都渋谷区代々木神園町1-1明治神宮会館内 NPO法人響  

                                 TEL  03-3379-5835   担当：井梅 (いうめ） 

                ＨＰ http://inochinomori.net/ 
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 「いのちの森」は、明治神宮の森の中を会場に、生命の多様性やそのつながりを感じながら、母なる地球と、

つながるいのちへの感謝の気持ちを捧げる祭りとしてスタートし、本年で7回目を迎えます。 

 明治神宮の森は、95年前に365種、約10万本の全国からの献木で造られた人工の森です。その後の自然淘

汰や鳥が運んだ種子によって、都会のど真ん中にありながらもオオタカを始めとする約50種の野鳥が棲息する

ほか、樹木や動物、きのこなど都心部では見ることの出来ない種類の豊かな自然が存在しています。また、こ

の森からは清らかな水が湧き出ており、それが川となり海を潤し、人々の食料を始めとする様々な生活を豊か

にしています。 

 このようにいのちを育む生物多様な自然の循環は、いのち豊かな森が存在し、人間を含めそこに生きる生命

が皆繋がり合っているという考えのもと、かつての日本人は森羅万象の中に八百万の神々をみて、自然やその

恵みに畏敬と感謝の念をもって謙虚に接し、持続可能に暮らしてきましたが、戦後の高度経済成長を遂げた日

本社会は、生命と文化の多様性を破壊し、開発と発展において持続不可能な環境を作り、日本古来から脈々と

受け継がれてきた自然への畏敬と感謝の念は人々の心から段々と失われてきました。 

 人と人、自然と人、自然と自然のつながりを持ついのちの森の会場は、日本古来からの特有である「鎮守の

森」が、100年を目標に森の自らの力で永遠の森として循環するように先人達が造営しました。あと5年後に100

年目を迎えるいのち豊かな森から、そのまた100年先を作り上げ、多くの人と共にビジョンを具現化していくこと

がミッションとなっています。 

2015年から2020年 
   更に100年後を目指して 
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いのちの森歴史 

◆1970年 アースデイのはじまり 

アメリカで始まった「アースデイ」は、今では世界175カ国、約5億人が参加する世界最大の地球フェスティバルです。  

アースデイは、民族・国籍・信条・政党・宗派をこえて、地球環境を守る意思表示をする国際連帯行動です。  

◆2001年 東京でアースデイが開催 

日本各地でアースデイが開催される中、代々木公園をメイン会場にする「アースデイ東京」が開催されました。２１世紀最初のアー
スデイらしく、初めてブロードバンドを使い広くインターネット発信され、参加者総数8万人を記録する、いままでにない都市部開催
の市民参加型野外環境イベントとなりました。その後も年を重ねるごとに参加団体数・内容・来場者数が大きくなり、約14万人の
市民が参加する日本最大級のイベントに成長しました。 

◆2009年 任意団体「いのちの森」発足、第1回アースデイいのちの森開催 

規模が拡大する中、都市での消費生活において、いのちの軸をしっかりと持ち続けることが求められている時代に、もう一度原点
に戻り、多様ないのちがつながり合い、共に生きる持続可能な社会を考え直す動きが起こります。全てを消費の対象にする
TOKYOの中心で、消費できないかけがえの無い体験を分かち合う野外体験参加型環境イベントとしてスタートしたのが「アース
デイいのちの森」です。 

初年度集客：3000名。 

都市部にありながらも多くのいのちを育む広大な森「明治神宮の森」を会場にする「アースデイいのちの森」は、『森』が主役となる
会場演出が特徴となっています。2つのアースデイは互いに異なる性格を持ち、相補う関係です。 

◆2010年 第2回 テーマ:つながるいのちといのちのまつり 

◆2011年 第3回 テーマ：つながるいのちといのちのまつり 

東日本大震災支援、いのちの森作りスタート （宮城県大崎市鳴子） 
◆2012年 第4回 テーマ:つながろう いのちの森 

◆2013年 第5回 テーマ：つなげよう いのちの森 

◆2014年 第6回 テーマ：ひろげよう いのちの森   

集客：2日間 約5万人 コンテンツ数：35  団体数：29 実行委員数：約110名 

◆2015年 第７回 テーマ：つながろう あなたの いのちの森と 

今年も地球・自然・人間・文化など、幅広いテーマで活躍するNPO・NGO・市民団体・企業・グループ・個人の方々が参加します。 
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会場となる明治神宮 西芝地 

パネルディスカッションの様子 

聴講者の様子 生態系豊かな神社林を散策 

野鳥の会グリーンウォーク 

親子でお絵かき 自然に
対して感謝の絵手紙  

都心で触れることが出来ない泥遊び 芝地で走り回る子供 

神社の安全・安心な環境で自然と触れ合う次世代の心の教育  

叡智で出来た森の恵 明治神
宮のどんぐり苗ワークショップ 

自然からの恵み花を活け愛で
るフラワーワークショップ 

大地を感じ空気を頂く 

ヨガ体験 

多様な文化を受け入れる神道 
自然に感謝する古典フラ 

大地と自然に感謝する歌 

伝統文化 和の精神 野点 

明治神宮神職による雅楽演奏と巫女舞 

トーク、パフォーマンス、展示、ワークショップ、アクティビティなど 

多角な面からいのちの繋がりを感じ考えます。 

 

メイン会場となる西芝地はステージエリア、アクティビティエリア、常設ブースエリア、キッズエリアに分かれています。 

ソーラーパネルを使用した舞台 

過去の様子 

5 



6 プログラム変更：なみきよしみの香を通して地球の鼓動を聴く 共鳴する私達 18日16:00～16:50 →19日14：00～14：50 

プログラム追加：そうじさんのワクワク薬草ウォーキング 18日14：00～15：00/19日10：30～11：30 12：30～13：30 



会場：エリア紹介 

※2013年度 会場図 
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西芝地 

原宿門 

ＪＲ原宿駅下車３０秒。 

明治神宮入り口鳥居前には、案内所設置、
ミニステージが行われます。代々木公園
会場（来場：約12万人）と明治神宮会場
（来場：約5万人）の分岐点です。 

メイン会場です。 

通常立ち入り禁止区域の特別開放されま
す。新宿のビル群を望みながら、芝地の
上で大地を感じるステージ・ブース・体験
アクティビティなど開催されます。 

喧騒を忘れゆったりとした時間が流れる
癒しの空間です。 

参集殿 

映像上映する室内会場です。雨天時はメ
イン会場となり、こちらで全てのプログラ
ムを開催します。 

収容：1階着席400名（フラット使用可） 
    2階100名 



会場：明治神宮の森の紹介 

 

     都市部に広がる70ｈａの広大な森「明治神宮の森｣は、95年前に人の手で作られた人工林です。 

     「永遠に続く森」をミッションに、人の管理を必要とせず、森が自らの力で更新するよう、50年、100年、150年先を見据えて植栽計画（図

１）が立てられました。何もなかった土地（現在の代々木・原宿（写真2））に、全国から10万本の献木と、述べ11万の青年奉仕ボランティア
（写真3）によって完成しています。全国民の力を合わせて取り組んだ初の奉仕活動（ボランティア活動）といえるでしょう。 

 

     この森は現在も順調に成長しており、近年、専門家によって行われた調査では、絶滅危惧種や新種が発見される、生態系豊かな森と
実証されました。東京都市が発展しても、この森だけは昔も今も、そしてこれからも変わらずに生き続けます。世界でも類を見ない人工
林は、まさに日本人の叡智の森といえます。 

 

     明治神宮の森の100年目（2020年）を5年後に控え、私たちは、この森を会場に100年前の先人たちに倣い、人類がこれからも末永く
生きれるために、多くのいのちを育む森を会場にしながら、人々と集い更なる100年先へといのちを繋ぐ取り組みを行っています。 

 

    

図１ 写真3 写真2 
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ご賛同のお願い 

「アースデイいのちの森」は、その一切を地球への感謝の気持ち（奉納）として、商売
や宣伝を通して売上金を得ることはなく非営利で行い、参加者全員が持ち寄りでおこ
なっています。運営資金は、想いに賛同する人々の募金/賛同金に支えられています
。今年も２日間の開催に、テント代、ソーラーパネル代、チラシ代など、約100万円ほ
どかかる見込みです。皆さまからの温かいご支援を心よりお願い申しあげます。 

 

○ 賛 同 金：個人1000円、市民グループ1万円、企業・団体10万円（以上1口）  

○ 郵便振替：00120-2-512213  口座名：いのちの森 

○ 銀行振込：八千代銀行原宿支店 普通預金：0293229 口座名：いのちの森 

 

※ご賛同者様には賛同金を１口以上お願いしております。 

※賛同者名はホームページで公表させていただきます。 

  お手数ですが、事務局までお電話いただくか、銀行振込の場合はお振込後、 お
名前とご連絡先を、 

  事務局（info[at]inochinomori.net [at]は@に変換して下さい。） までメールをお
送りください。 
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賛同者名記載欄 



Everyday Earthday いのちをつなげよう、ひろげよう！ 

「アースデイいのちの森グリーンコリドープロジェクト」 

この取り組みは、いのちの森が設立された2009年から行っている、啓蒙活動と緑化活動です。 

都心を緑豊かにして、いのちの行き来が出来る緑の回廊（コリドー通り）を作ること、また、賛同してくださる方々で作られる緑は心の啓蒙と
なって、より良い社会の創造に寄与できることを目指しています。 

明治神宮で活動するNPO法人響が採取したどんぐりの実生を活用し、個人・企業様に育成・植樹に関わっていただきます。 

卓上緑化、屋上緑化、道路緑化など、植樹される場所の確保や、定期的な管理には多くの人が必要です。アクションを通じ緑と触れ合う機
会を設け、心の啓蒙を行っています。 
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